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 第 4章では、第 3章に続いてさらに「～ウル／エル」を中心に、認識可能に近いとされる「～
ダロウ」「～カモシレナイ」「～ハズダ」「動詞基本形」と比較して「可能性」という視点から論じ
ている。ここではこれら 4つの表現形式は、未発生のことについては、成立するかどうかの可能
性を推し測ることにおいて、金子の「認識可能」と共通するとしている。中国語の可能表現「会」
は、日本語の可能表現「～ウル／エル」だけでなく、可能表現とはみなされない上記の 4つの表
現をも包括して表現できることを明らかにしている。これに対し日本語の他の可能表現「～(ラ）
レル」「～コトガデキル」は「可能」のみの意で「可能性」を表さないことも確認している。 
 第 5章では、アンケート調査で正答率の低い潜在可能（実現されていない可能）とその顕在化
（実現）の視点から日中両言語の可能表現がどのように対応しているのかを論じている。日本語
の可能表現のル形（現在形）には中国語の可能表現が対応しているが、日本語の可能表現のタ形
（過去形）には二つの意味（可能の顕在化つまり実現と可能であったが行動しなかった）があり、
必ずしも中国語の可能表現が対応しているのではないことが明らかになった。中国語の可能表現
は未実現および否定（つまり非実現）の場合を表し、潜在可能が実現した（顕在化）場合は表せ
ないことを指摘している。日本語では実現した場合（顕在化）は可能表現のタ形で「書けた」と
表すが、中国語では「写完了」（「書いた（書きおわった）」といい、可能表現でなく動作の完了と
いう表現を用いている。この不対応が誤用につながるとしている。 
 第 6章では、可能表現のうち「（ラ）レル」は、一つの形式で「可能」「受身」「自発」「尊敬」
の 4つの意味を表すが、中国語ではそれぞれ全く異なる表現になり、日本語では判断が付けにく
い用例も、中国語では異なる言語形式に対応するため、学習者にはその区別がより難しくなると
論じている。これが「（ラ）レル」を学習する課題になっていることを示している。 
 第 7章は、可能表現を語用論の視点から論じている。日本語では、可能・許可・勧めを表すの
に「（ラ）レル」「コトガデキル」「～テモイイ」「～タライイ」などの表現が用いられるが、中国
語ではこれらを“可以”で対応することを明らかにしている。 
 第 8章では、アンケート調査の結果および各章で検討した日本語と中国語の可能表現の意味と
形式の問題を出発点として、日本語学習者の困難な事例をさらに収集することで、学習上の諸問
題をより効果的に克服できるよう、日本語教育の現場に活かしていきたいと結んでいる。 
 
論文審査の結果の要旨 
 
 可能表現は中国語母語日本語学習者（以下学習者）にとって習得が極めて困難な項目であると
言われる。その理由として、可能表現において日中両言語間に大きな違いがあることが挙げられ
る。可能表現といえば、日本語では「（ラ）レル」「コトガデキル」「ウル／エル」が挙げられ、そ
の表す意味は、「英語が話せる」などの能力可能と図書館では「大声で話せない」などの状況可能
を主に表し、日本語の可能表現にはその形式に種類が少なく、表す意味は文脈に依存し、表現形
式によって使い分けられないことである。これに対し中国語の可能表現には、能願動詞「会、可
以、能」や「可能補語」などがあり、それぞれ能力可能、状況可能、またスキルを表す可能、そ
の目指す目標を表すものなどと、表現形式により明確に使い分けられていることである。 
 本論文の執筆者、呉志寧氏は、日本語教育の視点から、日中両言語における可能表現に関する
対照研究を中心の研究課題とし、先行研究精査、教科書分析及びアンケート調査の結果、学習者
の問題点を明らかにしている。 
 この中で日本語の可能表現として挙げられる「ウル／エル」について、可能の意味と同時に「あ
りうる」などのように可能性つまり金子による「認識可能（みこみの可能）」の含意を指摘してい
る。日本語では、この「ウル・エル」の表す「可能性」の有無は、可能と関連性があると理解さ
れることは少なく、ムードの中の推量を含む概言や説明の文に分類されており、その表現には「だ
ろう、かもしれない、ちがいない、はずだ」が挙げられる。しかし中国語では、いわゆる可能を
表す能願動詞は、可能だけでなく「可能性」（認識可能を含む）も表わすことができると論じ、こ
の違いが中国語母語日本語学習者が可能表現の誤用に関係していると指摘している。 
続いて、教科書の調査及びアンケート調査の結果とインタビューにより、中国の日本語教育の
現場で重視されていないことが明らかになった「～ウル／エル」に焦点を当て、論じている。一
般的に硬い表現であり文章語であるといわれるが、実際には会話にも現れることに言及し、その
指導の必要を指摘している。「～ウル／エル」の付く動詞（意志動詞／無意志動詞）による表す意
味（能力可能と認識可能）の違い、及び「（ラ）レル」など他の可能表現との関連性にも言及する
ことで、その位置付けを明確にしている。 
さらに中国語では可能表現「会」とそれに対応する日本語表現を調べ、「～ウル／エル」以外の
形式で可能性を表す形式を明らかにし、日本語の「～ハズダ」「～ダロウ」「～カモシレナイ」の
意味をも表すことを指摘し、学習者への提示及び説明が課題であるとしている。 
 次に、「潜在可能」と「可能の顕在化（実現）」という視点から、日本語と中国語表現の異同を
明らかにした。これは、アンケート調査において、その正答率の低さが目立つところである。中
国語の可能表現は、潜在可能（実現されていない可能）を表し、顕在化（実現）には可能表現は
使えず、事柄の成立や行為の実施という結果を表す表現を用いることが明らかになった。これに
より、学習者の誤用の原因も明らかになり、教育現場での指導に利するものであると評価できる。
これは、用語「可能」の表す意味が言語により異なることを示唆している。 
 学習者に最も使われる「（ラ）レル」による可能表現と自発、受身、尊敬表現とのかかわりを検
討し、それぞれ対応する中国語表現を明らかにしている。「（ラ）レル」は、一つの形式で「可能」
「受身」「自発」「尊敬」の 4つの意味をもつが、学習者にとり習得の難しさは、表す意味が文脈
に依存し、表現形式によって使い分けられないことである。これに対し中国語ではそれぞれ全く
異なる表現となり、日本語では判断が付けにくい用例も、中国語では異なる言語形式に対応する
ため、学習者にはその区別がより難しくなると論じている。これが「（ラ）レル」を学習する課題
になっていると指摘している。 
 さらに語用論の視点から可能表現を分析し、日本語では、許可・勧め・禁止などの機能を表す
場合、可能表現「（ラ）レル」「コトガデキル／デキナイ」のほかに「コトガデキル」「～テモイイ」
「～タライイ」「～テハイケナイ」などの表現もあり、これらには関連性があると分析している。
中国語ではこれらは「可以（能）」に相当し、対応していると論じている。但し、この「可以」は
そのまま日本語の可能表現に訳して用いると不適切な場合があり、語用面で指導する必要がある
としている。 
本論文では、アンケートの被験者人数が少ないなどの瑕疵もみられ、なお検討すべき問題点も
残っているが、全体的には、対照研究とアンケートによって両言語の異同と学習者の問題点をあ
きらかにしたことは評価されるべきものであり、分析と考察を基にした指摘は、中国の日本語教
育に寄与できるものであり、評価できる論文であると言える。 
 以上により、審査委員会は本論文が博士（文学）の授与に値するものと認めた。 
